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教 育 政 策 課 長 宇田川 知 久

教 育 施 設 課 長 須 賀 真

学 務 課 長 大 和 利 光

学 務 課 主 幹 鈴 木 明 美

指 導 課 長 丸 山 恵美子

教 育 研 究 セ ン タ ー 所 長 山 本 典 子

保 健 体 育 安 全 課 長 亀 山 さゆり

千鳥学校給食センター第一調理場 前 田 唯 一

・第二調理場・第三調理場所長

生 涯 学 習 部 長 八 田 吉 浩
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生 涯 学 習 部 次 長 髙 梨 晶 子

生涯学習部副参事（生涯学習課長） 島 﨑 浩 一

生 涯 学 習 課 主 幹 斉 藤 恭 一

市 民 ス ポ ー ツ 課 長 望 月 勇 人

青 少 年 セ ン タ ー 所 長 小 澤 浩 一

郷 土 博 物 館 長 金 子 義 則

高 洲 公 民 館 長 小 林 順 子

中 央 公 民 館 長 川 口 雅 之

堀 江 公 民 館 長 三 浦 正 志

富 岡 公 民 館 長 堀 木 和 久

美 浜 公 民 館 長 本 多 浩 美

当 代 島 公 民 館 長 河 野 純 栄

日 の 出 公 民 館 長 岡 本 修 司

中 央 図 書 館 長 加 藤 竜 治

Ⅰ．傍 聴 人 １名

Ⅰ．案 件

第１．会議録の承認

１．令和元年浦安市教育委員会第５回定例会会議録の承認について

第２．教育長からの一般報告

第３．審議事項

議案第１号 浦安市球技場等管理規則の一部を改正する規則の制定について

第４．協議事項

１．浦安市教育振興基本計画（浦安市教育ビジョン）及び第２次生涯学習推進計画・

生涯スポーツ推進計画素案について
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第５．報告事項

１．行事開催案内

(1) 令和元年度浦安市児童生徒科学作品展実施について

(2) 令和元年度教育実践事例発表会の実施について

(3) 令和元年度千葉県小中学校体育連盟市川・浦安支部中学校総合体育大会

開催案内

(4) 令和元年度生涯学習フォーラム開催案内

(5) 令和元年度浦安市青少年自立支援未来塾の開催について

(6) うらやす管弦楽フェスティバル 2019 開催案内

２．行事・会議報告

(1) 令和元年度第 39 回浦安市小・中学校音楽鑑賞教室実施報告

(2) 第 38 回浦安市小学校陸上競技大会の開催報告

(3) 令和元年度第２回定例社会教育委員会議開催報告

(4) うらやすまるごとこども広場開催報告

(5) みんなのスポーツの集い開催報告

(6) 令和元年度第１回浦安市文化財審議会会議報告

３．その他・報告事項

(1) 教育委員会共催・後援行事一覧

(2) 令和元年度浦安市教職員県外派遣研修生について

第６．その他
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開 会 （午後３時 00 分）

鈴木教育 長 これより、令和元年浦安市教育委員会第７回の定例会を始める。

それでは、議事に入る。

議事の第１．会議録の承認である。

１．令和元年浦安市教育委員会第５回定例会会議録について、承認い

ただけるか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、令和元年浦安市教育委員会第５回定例会会議録は承

認された。

なお、会議録の承認にあたり、会議録署名人を川端委員にお願いする。

次に、議事の第２．教育長からの一般報告に移る。

本日は、４点について報告をする。

１点目は、６月 29 日に行われた国際交流センターの多文化共生講座に

ついてである。

これは、４回にわたる連続講座の第２回目であり、「多文化共生社会

と子供たち～現状から知る～」というテーマで、今年、定年を迎える新

宿中学校の現職の校長先生に講演いただき、私もこれからの浦安の子ど

もたちのことを考え、受講したところである。

新宿区では、134 カ国の国籍の方々が存在しており、外国人在住者は

区民の 12％、８人に１人だそうである。20 歳代に限れば４人に１人の割

合で、日本におけるグローバル化の最先端の区であるとのことだった。

この新宿中学校には国際学級が設置されていて、現在 16 人が在籍して

いるが、中国語、タガログ語、スペイン語など、７カ国語の対応がなさ

れており、その中には日本語もあるとのこと。新宿中学校は 274 名中、

外国籍が２割、就学援助受給者率が 50％を超えていることから、日本国

籍でも日本語が不十分な子どももいるそうである。

校長先生は、この多様さこそが新宿中学校の良さであり、公教育とは
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相互承認することであり、自立後に社会貢献ができる人に育てたいとの

思いをお話されていた。また、この多文化の子どもたちは、勉強に対す

る意欲がとても高く、最初は全く日本語が話せなかった子どもたちが次

第に普通に話せるようになり、高校入試の際は、日本語の試験問題を解

いて、高校に入学しているそうである。全国学力状況調査では一番低い

かもしれないが、伸び率は一番だとお話されていた。

このお話を伺い、今の本市の教育現場に置き換え、生徒指導や生活指

導あるいは特別支援の場面で大変苦労している学校で、能力の異なる子

どもたちにどのように対応していくか、答えのない局面に対応すること

で、先生方の指導力の向上にもつながるように思っている。校長先生か

ら自校の職員に伝えてほしいということを校長会議でも話をした。

本市では、日本語指導を必要としている小学生が、30 から 35 名程度

在籍している。これからは多文化共生という視点が大事であると思って

いる。

２点目は、７月５日に市川教育会館で行われた社会人権教育地区別研

修会についてである。

千葉県教育委員会が主催し、はじめに千葉県の人権教育施策について、

県の社会教育振興室の方にご説明いただき、その後の講演では、市川児

童相談所所長の渡邉氏より児童虐待の現状と対応について講演がなされ

た。研修会には 100 人以上参加しており、浦安からも公民館長をはじめ、

三十数名が参加していた。

全国の児童相談所の数は 212 カ所で、千葉県内には県、政令都市を含

めて７カ所がある。法により、県と政令指定都市は、設置しなければな

らず、中核市は設置できると定められているが、市川児童相談所の所管

は市川市、船橋市、鎌ケ谷市と浦安市の４市であり、４市の人口は 140

万人程度となっている。通常は 50 万人で１カ所の設置と言われており、

非常に該当者が多いという話であった。

子ども虐待対応は申請主義と職権主義があり、いわゆる相談、支援と

介入に基づいて行うが、今回はスタンスと非暴力という２つの観点で講

演がなされた。
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子どもの安全にかかわる仕事は、１つの機関では対応できるものでは

なく、要対協、児童相談所、里親、児童福祉施設、医療、教育、あるい

は刑事、司法など、多くの機関との連携のもと行っていく必要があり、

抱え込まないという考えのもと、方向性の共通理解と共通言語というス

タンスで取り組むべきとのことであった。

また、所長は、心理学の専門家であるが、幕末の志士 坂本龍馬が船の

中で日本のあるべき姿をまとめた「船中八策」をヒントに飛行機の中で

「機中八策」をまとめたそうである。これは、コミュニケーションを円

滑にするオレンジカードと伝わりにくいコミュニケーションのブルーカ

ードを用いて、「褒める」、「待つ」、「練習する」、「代わりにする

ことを提示する」、「環境づくり」、「約束する」、「気持ちに理解を

示す」、「落ち着かせる」など、子どもに対応する１つのコミュニケー

ションをオレンジカードで、その反対に、伝わりにくく否定形となる「ど

なる」、「叩く」、「嫌みを言う」、「脅す」、「疑問形」、「罰を与

える」、「なじる」といった人格否定形の言葉はコミュニケーションを

悪くするブルーカードで表現されていた。ぜひ、教員や保護者に聞かせ

たい内容であった。教育相談領域で学校関係者向けの研修会で講師に招

いたらどうかと伝えたところである。

３点目は、学校訪問の感想となる。

６月 21 日に日の出小学校、７月１日に東野小学校、７月２日に当代島

保育園、７月３日に美浜中学校、７月８日に明海認定こども園、７月９

日に東小学校の訪問を行い、どの学校も特色ある学校、園運営がなされ

ていた。

経営概要説明では、初めて事務職員も参加し概要を述べるなど、新た

な試みがなされ、学校経営参画という視点で、大変有意義だと感じた。

また、保育園、認定こども園運営もそれぞれの地域性や園長先生の強

いリーダーシップがその特性につながっていると感じた。保育園、こど

も園、幼稚園は、未就学児の教育に携わっていることから、保護者を意

識した保育、教育を進めてほしいと思っている。集団での教育の重要性

を保護者に啓発していただきたい。この後、義務教育への就学につなが
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ることから、家庭から初めて家庭以外の集団に入る入り口での影響が大

きいということを意識して欲しいとお願いした。

最後に、７月６日に行われた立志塾の開塾式についてである。

今年度も塾長に前教育委員の西脇保幸先生をお迎えした。また、当日

は、来賓として市長にも出席いただき、激励の挨拶をいただいた。今年

度は、うら・らめーるでの２泊３日の宿泊研修のほか、フィールドワー

ク等の体験や話し合い活動を中心に計画をしている。また、回数を少な

くし、生徒の負担を緩和することや、卒塾生との交流も考えている。

開塾式では、どの塾生もしっかりとしたリーダー像を持っており、研

修に対する意欲も大変高く、驚いた。今後、成長する姿がとても楽しみ

であり、期待したい。

以上、私からの一般報告とさせていただく。

では、議事の第３．審議事項に入る。

議案第１号 浦安市球技場等管理規則の一部を改正する規則の制定に

ついてを議題とする。

事務局の説明を求める。

議案第１号 浦安市球技場等管理規則の一部を改正する規則の制定について、八田生涯

学習部長より説明がなされた。

鈴木教育 長 それでは、ただいま説明がなされた議案第１号についての質疑を行う。

何かないか。よろしいか。

それでは、これより議案第１号の採決を行う。

議案第１号について、事務局の説明のとおり、これを承認することと

してよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第１号 浦安市球技場等管理規則の一部を改正

する規則の制定については承認された。
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次に、議事の第４．協議事項に移る。

浦安市教育振興基本計画（浦安市教育ビジョン）及び第２次生涯学習

推進計画、並びに生涯スポーツ推進計画素案について、事務局からの説

明を求める。

１．浦安市教育振興基本計画（浦安市教育ビジョン）及び第２次生涯学習推進計画、並

びに生涯スポーツ推進計画素案について、宇田川教育政策課長、島﨑生涯学習課長、望

月市民スポーツ課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 意見等があれば、お願いしたい。

委 員 生涯スポーツの件に関連し、本市も高齢化が進むことから、いつまで

も健康でい続けられるような予防の観点もスポーツの重要な役割と考え

ている。総合型地域スポーツクラブは、学校とも連動されることが予想

されるが、今後どのような形での支援を検討されているのか教えていた

だきたい。

望月市民スポーツ課長 体育館の使用をはじめ、ソフト面でも社会体育と学校教育の体育との

連携が必要であると考えており、総合型スポーツクラブの理事会に参加

させていただき、意見交換をしながらこれから進めていきたいと考えて

いる。

鈴木教育 長 本市の総合型地域スポーツクラブは、いくつか。

望月市民スポーツ課長 ６中学校区となる。

委 員 今後、学校施設を地域の人に学びの場として開放していく予定なのか。

望月市民スポーツ課長 学校だけの体育館ではないという考え方を示させていただいている。



-9-

醍醐教育総務部次長 学校施設を地域にというお話は、以前、学校規模適正化の報告でも、

福祉や児童の放課後の活動の場など、これまでにはなかった利用形態が

出てくることを想定して学校施設を配置していくことを記載させていた

だいた。今後、利用の形態としては多種多様になっていくものと考えて

いる。

鈴木教育 長 令和２年から市は 20 年の、教育は 10 年の構想が始まる。今後もます

ます社会が変化していくと思うので、この計画自体も、途中で見直しを

図りながら進めていかなければならないと感じている。

委 員 浦安は、スポーツをしている年配の方々が多く、スポーツが盛んな街

だと感じていたが、スポーツの実施率が少く、驚いている。

また、高洲南テニスコートはあまり活用されていないのではないかと

心配しているが、利用状況はいかがか。また、障がい者スポーツの状況

についても教えていただきたい。

望月市民スポーツ課長 スポーツ協会で、障がい者向けのサッカー教室や卓球教室を行ってい

る。また、高洲南テニスコートは、多くの方に利用いただいている。

鈴木教育 長 ほかにあるか。よろしいか。

それでは、次に、議事の第５．報告事項に移る。

まず、１．行事開催案内である。報告事項の(3)については、事前にお

配りした資料をもって報告とさせていただく。報告事項の(1)から(2)及

び(4)から(6)について、事務局からの説明を求める。

(1) 令和元年度浦安市児童生徒科学作品展実施について、(2) 令和元年度教育実践事

例発表会の実施について、丸山指導課長より説明がなされた。

(4) 令和元年度生涯学習フォーラム開催案内、(5) 令和元年度浦安市青少年自立支援

未来塾の開催について、(6) うらやす管弦楽フェスティバル 2019 開催案内について、
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島﨑生涯学習課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま報告がなされた行事開催案内６件に対する質問を受け付ける。

青少年自立支援未来塾は参加する生徒の数も多く、今年から英語も取

り入れられ、英語学習のニーズが高まっていることをうれしく思う。ま

た、講師も多数応募いただき、お断りしなければならない状況も、大変

ありがたく思っている。

また、管弦楽フェスティバルにも多くの子どもたちに申し込みいただ

き、浦安の子どもたちの意欲の高さを感じた。落選者に参加していただ

く方法はないのか。

島﨑生涯学習課長 市で保有している楽器を追加購入することは難しい。人気の高いバイ

オリンの初心者教室では、20 名定員のところに 59 名の応募があり、落

選者 41 名のうち、バイオリンが 35 名となっている。ビオラでは５名定

員のところ３名の応募にとどまっていることから、楽器により、応募に

ばらつきがでている。複数回開催することは、他の行事等の兼ね合いも

あり、難しい状況である。

鈴木教育 長 バイオリンをレンタルすることなできないのか。

島﨑生涯学習課長 レンタルは可能だが、その場合、指導者の人数が足りなくなることが

予想される。

委 員 謝礼の予算を増やすなどして、指導者の人員を確保することはできな

いのか。

島﨑生涯学習課長 予算次第ではあるが、指導者と募集人数を増やすることは可能だと思

う。ただ、この３日間の日程で実施することは難しくなる。

委 員 講師の選定基準はあるのか。
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島﨑生涯学習課長 業務委託しているうらやす財団に一任している。条件として、市内在

住の若手の音楽家たちの研鑽の場として選出いただき、プロに近い方と

にお願いしている。

委 員 プロに近い方とは、どういう方なのか。

島﨑生涯学習課長 管弦楽フェスティバルの指導者は、普段、ユースオーケストラの指導

やピュアクラシックのメンバーとして、入場料をいただき演奏をしてい

る方たちである。プロの音楽家になるかもしれない。

委 員 スポーツや音楽などプロフェッショナルの情報を市では把握されてい

るのか。例えば、浦安市にどれだけのスポーツマンが住んでいるかを把

握し、私であれば、サッカーを現役引退して長くなるが、そういう人た

ちがこの市にどれだけいて、その方たちに力を貸していただくことがで

きたら、何かすごいことができるような気がしている。

島﨑生涯学習課長 青少年自立支援未来塾については、市から積極的に人材の募集をかけ

ているため、ある程度把握できているが、専門的な知識や技術をお持ち

の方たちについての募集をしていないため、把握していない。

生涯学習情報提供システム「まなびねっとＵＲＡＹＡＳＵ」で、多種

多様な分野で 100 名を超える方に人材登録していただいているが、登録

にあたって面接等を実施していないため、その方の資質や技術力まで把

握してはいない。

音楽活動については、うらやす財団で音楽村やピュアクラシックなど、

Ｕスタイルなど、一定のレベル以上の音楽家の発表の場を設けており、

60 名程度の音楽家がいると聞いている。

委 員 浦安在住の元プロ野球選手で、現プロ野球の監督の方と話をする機会

があり、全国各地から仕事を依頼されているが、浦安市からは仕事の依
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頼が来ないという話をしたことがあった。プロの選手から指導いただく

ことは、子どもたちにとって、とても良い経験につながると思う。ぜひ、

把握していただきたいと思う。

鈴木教育 長 個人情報との兼ね合いもあり、広報で募集する程度にとどまっている

ように思う。

千葉県小中学校体育連盟市川・浦安支部中学校総合体育大会について

だが、かつては、大会の多くが市川市での開催であったが、今年は、約

半分が浦安市の開催となっている。体育館にエアコンが設置されている

ことや、陸上競技場、野球場が整備され、環境が整ってきた証と考えて

いる。

ほかにないか。よろしいか。

次に、２．行事・会議報告に移る。報告事項の(1)から(6)については、

事前にお配りした資料をもって報告とさせていただく。

行事・会議報告６件に対する質問を受け付ける。

また、前回の定例会において、小学校陸上競技大会の開催報告で委員

より、近年の学校の優勝チームの傾向や特別な練習、子どもたちの運動

能力に関係あるのかといった質問について、事務局からの説明を求める。

大友教育総務部参事 前回のご指摘を受け、総合の部、男子の部、女子の部について、過去

５年間の実績と併せ、千葉県運動能力証取得率を示させていただいた。

体力・運動能力テストを点数化し、運動能力証をもらっている高学年の

子どもたちの人数をパーセンテージを示し、陸上大会の順位も掲載させ

ていただいた。運動能力証の表の一番下にある新町の中規模校Ｆ校は高

洲小学校となる。高洲小学校は陸上競技大会で、ほぼ毎年上位に入って

おり、運動能力証の取得状況も例年安定して、20％前後となっている。

ここに示した資料以外にも、陸上部の練習期間の長さや、他の通年で行

われる部活動の取り組み状況なども関連していると思う。

また、東小学校は平成 26 年から体育科研究に取り組んでおり、陸上大

会にその結果が出てきているように思う。
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女子の部では、高洲小学校は毎年上位に入っているが、ミニバスケッ

トの市内大会でも、毎年上位に入っている。通年の部活も影響も大きい

と考えている。

委 員 元町地区の中規模校Ｂ校は、平成 27 年度 28 年度の運動能力証の取得

率が 10％半ばであったのが、平成 29 年、30 年度と目覚ましく伸びてい

る。優秀な子どもがいることはもちろん大切だが、公教育としては、そ

の学校の子どもたちの多くが運動能力をつけるという教育をしていただ

きたいと思っている。中規模校Ｂ校である東小学校のような動きが望ま

しいと思う。

大友教育総務部参事 委員の発言にあったように元町の中規模校Ｂ校は、東小学校となる。

体育科研究の成果が運動能力証の取得状況に反映していると思う。

鈴木教育 長 委員から指摘があったように、結果だけで一喜一憂するのではなく、

経年変化を含め、分析を行い、ぜひ、学校に調査結果を戻していただき

たい。

委 員 運動競技だけではなく、学力調査についても、もう少し細かく分析を

行い、全体で底上げができるような教育を目指してほしいと思う。

鈴木教育 長 いつも委員から指摘いただいている分布や最頻値という見方も必要と

なる。ぜひ、指導課で進めていただき、教育委員会会議で報告いただき

たい。

委 員 分数や小数、割合などを理解していない人が一定数いるが、分数が理

解できないからと言って、社会生活が困ることはない。文部科学省から

学習指導要領が示されているが、公教育として、本当にこれだけは必ず

理解する必要があるものは何かということを示して欲しいと思う。また、

浦安市の教育として、社会であれは必ずこの内容は指導する、国語であ
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れはここだけは、というところがあると思う。それは、広く公表するよ

うな話ではないが、今、そこが大まかになりすぎて、小学校で分数を全

く理解できないまま中学校に進学してしまうと、その人はずっと理解で

きないままになってしまう。理解できないままでいいのかということを、

ぜひ、表に出して議論をしてほしいと思う。

鈴木教育 長 日頃の学習をいかに履修主義から修得主義にしていくかということだ

と思う。ある単元を履修したら、きちんと振り返りをして、どの程度の

人が理解していて、どの程度の人が理解していないのかを把握すること

が必要である。委員がいつも指摘されているが、学校現場での一番の課

題だと思う。ぜひ、今後研究していきたい。

委 員 私も中規模Ｂ校の運動能力証取得率 46.9 パーセントという状況は、す

ごいことだと思う。ぜひ、具体的な取組を共有いただき、先生方が市内

全域で展開できると良いと思う。高洲小学校は１位だが、年々取得率が

下がっていることが気になる。特定の子どもに支えられていることも重

要だが、できれば東小学校のようなかたちで広めていただきたいと思う。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

次に、その他・報告事項に移ります。報告事項の(1)から(2)について

は、事前にお配りした資料をもって報告させていただく。

その他・報告事項２件に対する質問を受け付ける。

何かないか。よろしいか。

次に、議事の第６．その他に入るが、その他の事項の上程はない。

次に、各委員からの発言をお願いしたい。

委 員 ６月 21 日に日の出小学校を、７月１日に東野小学校を訪問した。日の

出小学校は、若い先生が多く、一生懸命に子どもたちと向き合いながら

授業をしている姿に、今後、ますます指導力を高めていただき、頑張っ

ていただきたいなと思う。また、子どもたちも真剣に授業を受けていた
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姿が非常に印象に残った。

東野小学校では、若い事務職員の方が説明されており、非常に新鮮で

あった。また、子どもたちがとにかく元気でよかった。そして、先生方

がよく努力されていることが伝わった。ただ、机があっていないのか、

子どもたちの姿勢が少し気がかりであった。

委 員 私は３校、１園の訪問を行った。

まず、日の出小学校は、数年前に老人クラブの方々と一緒に子どもた

ちに昔の遊びを伝えたことがあったように思うが、そのころの子どもの

数と比較すると、今は少なくなり、とても落ち着いていた。

東野小学校は、学校が新しく、明るい校舎であり、また、子どもたち

もとても元気な様子だった。経営会議で事務職員が同席しており、文部

科学省が推奨しているチーム学校が実践されていると感じた。大人たち

の仲の良さや、連携の良さが子どもたちにも伝わっているように思う。

美浜中学校は、校舎が古いせいか、暗い印象を受けたが、子どもたち

の一生懸命に学習に取り組む姿勢を見ることができた。

明海認定こども園は、かつて園児数が大幅に増えたころから知ってい

たこともあり、子どもの数が少なくなり、その分、園児たちが落ちつい

ていたように感じた。今年度から認定こども園となったことから、３歳

児クラスの様子を伺ったところ、４月は大変であったが、その後は、だ

んだん落ち着いたということで安心した。

委 員 就学時健診で感じることだが、園児の雰囲気は、学年ごとに特徴があ

ると感じている。例えば、この学年は、賑やかだなとか、すごく大人し

いなということがある。各園での先生の教育もあるとは思うが、印象は

各学校全然違う。

委 員 ＮＨＫの不登校の特集番組を見て、考えさせられるところがあったの

で、紹介したい。今、中学生の不登校は 11 万人といわれ、隠れ不登校を

含めると 33 万人いるといわれているそうである。番組では、オランダの
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事例が紹介され、オランダも日本と同じように１クラス何十人とう教育

環境で、学力が追いつかず、落ちこぼれる子どももおり、学校に行きた

くないという子どもたちもいたようである。そこで、オランダでは、イ

エナプランという学習方法を取り入れ、異年齢のクラスをつくり、カリ

キュラムは一人一人異なり、クラスでは一人一人違う学習をしているそ

うである。そこに広島の中学校の先生が視察に訪れ、日本でも同様のシ

ステムができるか議論がなされていた。広島市では、教室に入れない子

どもたちのために、ふれあいルームという施設があり、ふれあいルーム

開設後、急激に不登校が改善されたようであった。また、卒業した子ど

もたちは、非常に良い結果が出ているようで、浦安でも不登校に対し様々

な取り組みがなされているが、このような取り組みも面白いのではない

かと思う。

不登校の子がいるということは、何かが上手くいっていない証拠であ

るということ、そして、学校制度が今までどおりではいけないのではな

いかと考えさせられた。

鈴木教育 長 本市のいじめ問題、不登校の問題について、今後も委員からご意見を

いただきたいと思う。

以上で、令和元年浦安市教育委員会第７回の定例会を閉会する。

閉 会 （午後４時１７分）


